
ホームページ公開用（　※　通告内容については、本人の通告文を原文のまま掲載　）

議席番号　14　番 伊藤　隆

１　任期最終年度での自
　己評価と次期への構想
　について

２　30年度予算について

３　音声告知放送につい
　て

４　農業応援団計画につ
　いて

５　ゴミの収集日につい
　て

６　功労者表彰のありか
　たについて

　１１月の功労者表彰の表彰者は今までのような町に対す
る功労者の方の表彰は良いと思いますが、年間で福祉やス
ポーツ面、交通安全や地域のボランティア等で活躍された
方を表彰してはどうでしょうか。

　町長一期目の任期は残すところ数か月となったが３年数
か月の間、当時の公約やスローガンなどについてどの位の
完成度や評価ができたのか又次期への構想や出馬について
いつ頃表明をするのか。

平成３０年３月議会　一般質問通告書

質問順位　1　番 箕輪町議会議員　

件　　　名 質問の要旨

　全体的には昨対プラス０．８％とほぼ同予算となってい
るが、その中でも特に寄付金はマイナス２５％に減少した
予算になっている。又財産収入が昨対１６４％と大幅に増
加しているがどういうことか。

　昨年１２月の私の一般質問の中で町長は「取りやめる方
向だ」と答弁しているが、今年度予算案に放送設備の更新
整備として２００万余円の予算が盛り込まれているがどう
してなのか。

　農地を農地として使っていくことや地産地消を推進して
いくことは当たり前で、町内の飲食店や企業の食堂などで
多くの農産物を使用していただく事だと思います。そこで
にこりこ一帯を幅広く利用して地元産の食材を使った料理
コンテストや、今度の地域おこし協力隊の方は料理人だと
言うことですのでおいしいレシピ料理などの紹介をしてい
ただいて町内外より人を呼び込む様なイベントを開催して
みてはいかがでしょうか。

　町内ではゴミ減量化がかなり浸透し少なくなっていて非
常に良い傾向だと思いますが、町民の方より多くの要望が
ある不燃物の回収日を月１回だけでなく月２回又はせめて
２か月に３回位にしていただけないものでしょうか。



ホームページ公開用（　※　通告内容については、本人の通告文を原文のまま掲載　）

議席番号　5　番 向山　章

１「ほどほどの田舎信
　州みのわ」知名度向
　上推進戦略について

２　ふるさと応援寄附
　金の取り組みについ
　て

３　女性活躍推進につ
　いて

４　中学生模擬議会の
　質問について

５　公共交通政策につ
　いて

６　教育委員会の事業
　について

１）<戦略>を作ったねらいは

２）これからの事業展開について、アクションプランを見
　るとまだまだ事業が必要と思う。アクションプランの中
　で、３０年度予算に新規に計上した事業、３０年度に補
　正を行って取り組む事業はどれか。また、どのような事
　業が必要だと思うか。

３）アクションプランの事業で地方創生交付金を活用する
　ものは。
　　また、今後の交付金の申請予定事業はなにかあるか。

１）返礼品を魅力的に紹介し、ふるさと応援寄附金の増を

１）「運転免許自主返納の促進事業」のねらいと、具体的
　な事業内容は。返納してもらうには、まず公共交通の充
　実が必要ではないか。検討状況は。

１）箕輪町の女性が減少している現状について。また、そ
　の原因はなにか。

２）「女性の起業、就業など女性活躍のサポート」とは具
　体的にどんな事業を行うのか。３０年度予算計上事業と
　これから行う事業は。

３）「若者・女性活躍推進係」について、どのような人員
　でどのような事業に携わるのか。

１）中学生の皆さんに、箕輪の魅力を発信していただいた
　らどうか。

１）特に力を入れた事業、新規事業、事業を拡大した事業
　はどのようなものがあるか。

平成３０年３月議会　一般質問通告書

質問順位　2　番 箕輪町議会議員　

件　　　名 質問の要旨



ホームページ公開用（　※　通告内容については、本人の通告文を原文のまま掲載　）

議席番号　4　番 釜屋　美春

１　新年度事業につい
　て

２　ふるさと学習箕輪
　学について

３　交通安全対策

４　町民の健康づくり
　について

５　地域間交流事業に
　ついて

①中学生模擬議会の感想

②「ふるさと学習箕輪学」を通して感じる生徒の成長につい
　て

①国道１５３号線バイパスの４車線化に伴う課題と対策につ
　いて
　・沢保育園の送迎時の一方通行規制について

①「こころの体温計」の現状と今後
　・「乳幼児の発達度チェック」・「いじめのサインチェッ
　　ク」等の導入を
　・子育てアプリ【みのむし】へこころの体温計を開設して
　　は

②子宮頸がんワクチン予防接種の接種状況と周知について

①交流の在り方、目指す方向について

②東京・中京箕輪会・庄内地区等の地域間交流を次世代に繋
　いでいくための方策は

①障がい者地域活動支援センターサテライト「みのあ～る」
　事業の概要・運営方法・始動に向けた今後のスケジュール
　は

平成３０年３月議会　一般質問通告書

質問順位　3　番 箕輪町議会議員　

件　　　名 質問の要旨



ホームページ公開用（　※　通告内容については、本人の通告文を原文のまま掲載　）

議席番号　2　番 大槻　金吾

１　町長就任３ヶ年が
　過ぎたが

２　にこりこ一帯のリ
　ニューアル事業

３　みのわナイトラン
　＆ウォークについて

４　桜守りの会の立ち
　上げ

５　消防施設について

６　上古田スケート場
　への送迎

７　沢運動場について

８　東京オリンピック
　ホストタウン可能性

平成３０年３月議会　一般質問通告書

質問順位　4　番 箕輪町議会議員　

件　　　名 質問の要旨

①　町内公共施設内にある桜を守り育てる会の設立。

②　町内守るべき桜木は何本位あるか。

①　就任から満３ヶ年が経過したが、自己評価は。

②　残任期間への課題と対応は。

③　２期目への意志は。

①　指定管理者の指定期間が１年となっている。新しい
　運営主体はどこか。

②　リニューアル予算は、いつどのような事に使う計画
　か。

①　ファンラン＆ウォークを提案。

②　プレイベントの開催。

③　公認ランニングコースの登録。

①　園児のスケート場への送迎を町のマイクロで。

①　旧消防屯所の処置。

②　消火栓の位置。

①　外野フェンスの塗装を。

②　施設利用の受付けについて。

①　フェンシングホストタウンと活性化について



ホームページ公開用（　※　通告内容については、本人の通告文を原文のまま掲載　）

議席番号　10　番 小出嶋　文雄

１　在宅介護、医療等
　に対する対応につい
　て

２　協働のまちづくり
　の推進について

３　観光の振興につい
　て

（１）かかりつけ医などへの通院について
　　○交通対策の現状と今後の方策について（デマンド交通
　　　の導入の考え方）

　　○医師による往診、訪問看護等について

（２）買物弱者世帯などの対応について
　　○買い物ボランティアの現状と宅配、巡回販売の状況に
　　　ついて

　　○生産者、販売業者、消費者の連携を取って地産地消へ
　　　の活用はできないか。

（１）若者や男女ともに地域づくりへ参加する方策は

（２）地域づくり体制の見直しについて（地域で若者、男女
　　　が気軽に地域づくりについて話し合い意見交換できる
　　　場をつくっていくための地域リーダーの養成を）

（１）みのわブランドとしての観光資源、赤そばの里、萱野
　　　高原、ながた自然公園、箕輪ダムもみじ湖等を箕輪町
　　　としてトータルで組織的にＰＲし、町内の事業者も一
　　　緒になってイベントを組んでいく体制づくり（箕輪町
　　　観光協会が主体となって）

平成３０年３月議会　一般質問通告書

質問順位　5　番 箕輪町議会議員　

件　　　名 質問の要旨



ホームページ公開用（　※　通告内容については、本人の通告文を原文のまま掲載　）

議席番号　9　番 唐澤　千洋

１　平成３０年度一般
　会計予算執行につい
　て

２　人口減少における
　地方（地域）創生へ
　の取り組みについて

３　森林整備計画につ
　いて

平成３０年３月議会　一般質問通告書

質問順位　6　番 箕輪町議会議員　

件　　　名 質問の要旨

①　天竜川左岸の松くい虫による被害は大変な状況にあり、西
　部山麓にもその被害が広がり、福与地籍の皆伐以外は発見す
　れば伐倒・燻蒸による処理で急場をしのいでいる状況にあり
　ます。
　　すでに辰野町川島地籍にも被害が拡大している状況からア
　カマツの多い西部山麓の実態調査を行うべきと考えますが、
　現状と調査の考えは。

②　財産区、生産森林組合所有の森林整備については、財産区
　役員の短期交代などから十分な施業計画が遅れています。
　　財産区管理者としての町長の立場から行政指導の必要が急
　務と考えます。管理者としての考えをお聞きします。また、
　森林整備計画書の開示の考えは

１／２

①　厳しい財政状況の中で前年度並みの予算が示されました。
　様々な委員会等の意見集約をした３年間の蓄積にスピードを
　持って実行に移し、形に表さなくてはならない年度と考えま
　す。農業応援団計画、ほどほどの田舎信州みのわ戦略などが
　第５次振興計画、地方創生計画等の上に提示されました。
　　これから実行への組織体制の考えは。

②　各区が要望するハード、ソフト両面での予算付けの状況と
　特徴的事業について。

①　施政方針で「人と産業が切り拓く地域創生」を掲げ、農業
　を軸とした人口対策、地域の活性化等を期待するとしていま
　す。
　　地域にはさまざまな「農」に係わる組織が活動しています。
　　これら地域の既存組織と連携することが成果を上げる早道
　と考えます。
　　組織体の把握、すでに接触組織の実態について伺います。



４　行政資料の整備保
　管について

２／２

①　平成２７年に町政施行６０周年を祝ってきました。平成も
　３０年であります。この町の歩みがどこで記録保存されてい
　るのか心配であります。
　　年末の新聞に報道される１０大ニュースが町の歩みの全て
　ではありません。統計資料も残念ながら全てが揃っていない
　現状です。
　　行政資料保存、データー保管の考えは

②　町誌続編への取り組みがない中で、平成７年写真集みのわ
　が１６年には箕輪町の歩みが刊行されました。
　　しかし住民の生活の匂いは少し遠く感じます。戦前・戦後
　の急激な変化を寄稿で綴る町民の生活史の刊行に取組む考え
　は。



ホームページ公開用（　※　通告内容については、本人の通告文を原文のまま掲載　）

議席番号　6　番 下原　甲子人

１　予算編成について

２　教職員時間外労働
　の実態と改革

３　開発公社所有地の
　移管と土地活用

１　現状教職員の時間外はどの位

２　この問題を現時点で検討、改革等考えている事があり
　ます？

平成３０年３月議会　一般質問通告書

質問順位　7　番 箕輪町議会議員　

件　　　名 質問の要旨

１　土地開発公社解散による土地は町所有になる？どの位
　の面積

２　町所有土地は何か所で面積はどの位となり今後の方向
　性は

１　任期最終予算編成で主要事業は何であり、どの様な具
　体的施策で実現し成果を出すのか？
　　又全体的に町長の満足度は

２　各区要望の道路改修事業はどの位有りその予算化率は
　　思いやり道路行政の導入を

３　ドローンの研究、開発予算は

４　産業支援センター利活用の具体的内容と周知の必要性

５　ふれあいセンター耐震診断後、工事予定は何時頃なの
　か？又箕輪健康センターの対応は

６　免許自主返納者支援について



ホームページ公開用（　※　通告内容については、本人の通告文を原文のまま掲載　）

議席番号　13　番 中澤　清明

１　新年度予算につい
　て

２　消防団・日赤奉仕
　団

３　沢大出地区バイパ
　ス４車線化に伴う町
　道整備

４　町長の政治姿勢

平成３０年３月議会　一般質問通告書

質問順位　8　番 箕輪町議会議員　

件　　　名 質問の要旨

①次期町長選に向けての考え方

②議会に対する姿勢

①予算編成全体をとうして
　・スクラップ＆ビルドの観点、予算統計分析からの自
　　己評価

②個別施策について
　・高齢運転者対策の拡充
　・農業応援団事業の実施について
　・起業支援施策の実績検証と今後
　・ナイトラン＆ウォークイベントの方向性
　・箕輪町ブランドと目玉事業の創出

①消防団員確保について
　・各分団の団員確保活動へ支援・協力

②日赤奉仕団のあり方について
　・日赤奉仕団の現状についての所見
　・地域活性化と日赤奉仕団の位置づけ
　・消防団との連携協力

①バイパスに接続する町道の整備計画の策定について



ホームページ公開用（　※　通告内容については、本人の通告文を原文のまま掲載　）

議席番号　1　番 小島　常男

１　新規事業の進め方
　（注目したい事業）

２　資源の活用と環境
　整備

３　健康づくり支援事
　業

４　産業振興策

５　こども発達支援事
　業

ア　農業応援団計画の進め方と関係団体との連携の取り方

イ　産業支援センターの受け入れ体制と申し込みの動きは

ウ　企業支援相談員、企業振興相談員人材の考え

エ　第２次男女共同参画計画の考え

平成３０年３月議会　一般質問通告書

質問順位　9　番 箕輪町議会議員　

件　　　名 質問の要旨

ア　「みどりの資源リサイクル」実績。使いやすい受け入
　れ制限緩和し周知徹底など、具体策は

イ　駅前は町の顔「ＪＲ木ノ下駅前整備」地元区民ばかり
　でなく近隣区民も利用（夜間照明、駐輪場、トイレ）地
　元との協議と来年度事業への考えは

ア　特定健診受診率、県平均より低い原因。受診率向上に
　保健指導の取り組みは

イ　元気センター南部「憩える場」設置し利用増で健康づ
　くり

ウ　健康ポイント事業拡大の具体策は

ア　「輝く現場プロジェクト」の考えと進め方

イ　工業ビジョン策定の考え

ア　若草園リハビリ支援事業の現状と、手狭な施設の移転
　先と広さの考え



ホームページ公開用（　※　通告内容については、本人の通告文を原文のまま掲載　）

議席番号　8　番 浦野　正雄

１　平成３０年度予算
　について

２　大規模災害時の体
　制づくりについて

（１）消防庁の調査によると、大規模災害時に外部からの応
　　援を受け入れる「受援」を円滑に進めるための規定を設
　　けていない自治体が７割以上に上るそうであるが、当町
　　の場合は規定を設けているか。
（２）消防庁が全国の自治体を対象に行ったアンケートで、
　　７１％が「大規模災害を想定すると、消防団員は不足し
　　ている」と答えたそうである。同庁では、今後自治体へ
　　「大規模災害団員」の導入を求めるとしているが、導入
　　の考えは。

平成３０年３月議会　一般質問通告書

（１）「チーム箕輪チャレンジ」関連予算
　　　昨年役場内の若手職員による政策研究会が結成され、
　　ア　地域の「足」を考える
　　　　～地域内公共交通等の利便性向上～
　　イ　シティプロモーションと「町」の発信
　　と題して発表があり、担当課が可能な限り予算要求を行
　　うとしていたが、３０年度予算にどのように反映されて
　　いるか。
（２）「みどりのリサイクル事業」
　　ア　昨年から始めたばかりであり、引続き実施するとし
　　　ているが、利用件数、数量等は。
　　イ　事業や場所を知らない人が多い。広報が不足してい
　　　るのではないか。
　　ウ　運搬具がない人がいるので、軽トラの貸し出し等を
　　　したらどうか。
（３）「生ごみ資源化モデル事業」
　　　モデル地区として４地区が指定されており、ごみの減
　　量化に効果を上げているが、地区を拡大すべきではない
　　か。
（４）「出張！なんでも鑑定団事業」
　　ア　具体的日程と事業費は。

　　イ　なんでも鑑定団の視聴者は高齢者が多い。これに比
　　　べて「ナイナイのお見合い大作戦」は、若者が見てお
　　　り、また、全国から多くの若い女性が町を訪れカップ
　　　ル成立率も高い。
　　　　この番組にも応募してはどうか。

件　　　名

質問順位　10　番 箕輪町議会議員　

質問の要旨

１／２



３「ゾーン３０」の拡
　大について

４　小・中学生の健康
　状態について

（１）視力関係
　　ア　学校保健統計調査によると、裸眼視力が１．０未満
　　　の小中学生の割合が過去最高になっていると文科省が
　　　発表した。１．０未満の子どもの割合は、小学校が
　　　３２．４６％、中学校が５６．３３％で、３０年前と
　　　比べると１２．９２ポイント、中学生は１７．９１ポ
　　　イント増えたそうである。
　　　　当町の状況はどうか。
　　イ　原因は長時間にわたりスマホやゲーム機を近くで見
　　　続ける、生活習慣の影響が出たとしているが、何か対
　　　策を講じているか。
（２）虫歯関係
　　ア　長崎県保険医協会の調査によると、３２．２％の学
　　　校に１０本以上の虫歯がある「口腔崩壊」の子どもが
　　　いることが分かったそうである。
　　　　当町の場合はどうか。
　　イ　虫歯があるのに年度中に受診しない生徒が半数を超
　　　えたそうである。
　　　　当町の場合はどうか。
　　ウ　貧困や育児放棄が口腔崩壊の要因となっているとし
　　　ているが、何か対策を講じているか。

２／２

（１）「ゾーン３０」の事故抑止効果について警察庁による
　　全国調査の結果、交通事故が２３．５％、死亡・重傷事
　　故は２６．８％減少するなど、一定の効果が確認された。
　　東箕輪地区の「ゾーン３０」における抑止効果はあった
　　か。
（２）他地区へも「ゾーン３０」を広げてはどうか。



ホームページ公開用（　※　通告内容については、本人の通告文を原文のまま掲載　）

議席番号　11　番 松本　五郎

１　貧困対策について

２　教育について

平成３０年３月議会　一般質問通告書

質問順位　11　番 箕輪町議会議員　

件　　　名 質問の要旨

１　昨年の暮れ、厚生労働省の発表で生活保護見直しで受給
　者世帯の３分の２にあたる６７％が減額と発表された。当
　町ではどのように受け止めているか

２　国は貧困が悪化するもとで食費や光熱費などに充てる生
　活扶助基準を「一般低所得世帯」に合わせるとして、最大
　５％、平均で１．８％、総額２１０億円も下げようとして
　いる。当町も実態を調査して、低所得世帯の生活を支援し
　憲法２５条に基づく町政を

１　文部省は「子どもの指導の改善に役立てる」として、全
　国の小中学生を対象に「全国学力・学習状況調査」を実施
　している。当町ではどのように捉えているか

２　学習状況調査のなかでいくつか質問します。毎日朝食を
　食べているか。同じくらいの時間に寝ているか。起きてい
　るか。の質問事項があるが、当町では家庭の生活面ではど
　のように捉えているか

３　友達と話し合うとき、話や意見を最後まで聞くことが出
　来るか。友達の考えを受け止めて、自分の考えを持つこと
　が出来るか。の質問のところでは、相手の気持ちになって
　思いやりを深めること、社会生活していくためには重要な
　課題。当町では結果をどのように捉え、指導をするか

４　自分と異なる少数意見の良さをいかしたり、学級みんな
　で協力して何かをやり遂げうれしかったことがあるか。先
　生は授業やテストで間違えたところ、分かるまで教えてく
　れるか。での質問事項はお互いに相手の気持ちを思い、励
　まし合うことなので大事なところです。指導状況の現状は。

５　携帯電話などでのゲーム、メール・インターネットをし
　ているのかの質問事項は、昔では見られなかった光景です。
　現状をどのように捉えて分析しているか

１／２



３　公営学習塾につい
　て

２／２

１　部活動で放課後・休日、練習試合・各種大会などで生徒
　はがんばっている。帰宅後の学習も困難だと思う。現状を
　どのように把握しているか

２　小中学生で習い事・学習塾などに通っている生徒は多く
　いると思う。中３になると学習塾に通う生徒も増えると思
　う。状況は

３　平成２８年度から厚生労働省が実施した「子どもの生活
　・学習支援事業」（居場所づくり）がある。国・県・町村
　が補助する仕組みがある。経済的に困難な生活困窮世帯が
　多いとみられる現在、中学生を対象に「公営無料塾」の開
　設を



ホームページ公開用（　※　通告内容については、本人の通告文を原文のまま掲載　）

議席番号　12　番 唐澤　敏

１　産業政策について

２　農業施策について

○　高齢・人口減少社会を迎えるなかで、喫緊の課題であ
　る産業振興にどう取り組むか
　
（１）　第５次振興計画における産業振興面の進捗状況に
　　　ついて
（２）　町の産業に関する分析と認識について
（３）　工業ビジョンの作成について
（４）　情報関連産業の育成について
（５）「産業支援センターみのわ」及び「ものづくり支援
　　　相談員」について
（６）「輝く現場プロジェクト」について
（７）「新技術及び新製品開発事業補助金」について
（８）　中小企業の事業継承について
（９）　上伊那版ＤＭＯの設立について
（10）　人手不足状況での雇用対策について
（11）　地方創生政策についての見解

○　町民生活の基盤をなすともいえる農業をどのように活
　性化していくか

（１）　農業応援団計画の現状分析（農を取り巻く環境）
　　　についての所見
（２）「農業サポーター事業」や「田園風景の里親事業」
　　　について
（３）「食を通じた農の魅力再発見事業」について
（４）「交流菜園事業」など都農交流について
（５）「新農業委員会」などの活動について
（６）「にこりこ一帯リニューアル」の検討について
（７）「条件不利農地耕作支援事業補助金」の活用につい
　　　て
（８）　農業振興ビジョン、更には産業振興ビジョンの策
　　　定について

平成３０年３月議会　一般質問通告書

質問順位　12　番 箕輪町議会議員　

件　　　名 質問の要旨



ホームページ公開用（　※　通告内容については、本人の通告文を原文のまま掲載　）

議席番号　3　番 荻原　省三

１　農業振興

２　若者・女性活躍
　推進事業

◎農業応援団計画

　①地産地消の取り組みについて

　②農ある暮らしについて

　③にこりこ一帯のリニューアルについて

　④道の駅について

　⑤固定資産税の評価替えに関して、農地の位置づけは

平成３０年３月議会　一般質問通告書

質問順位　13　番 箕輪町議会議員　

件　　　名 質問の要旨

　若者・女性活躍推進係について、具体的にどんなことを
考えているのか
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